
参加には事前に電話申込みが必要です

感染対策を講じて開催しますので、
参加ご希望者は、
必ず事前に
お電話でご予約
ください。

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口
40

マルエツ
東柏ヶ谷

相模大塚

相鉄線

246

会場周辺の地図→

定員20名さま
〈予約先着順〉

さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷６ｰ20ｰ20

お問合せ・ご予約

　「もしも、認知症になったら・・」。誰にでも
不安はあるのではないでしょうか。ご自身や
高齢になったご家族が、認知症にならない
ように予防をしていきたい方や、家族で認知
症介護を始めた方に、認知症の基礎知識、
予防と対策、効果的な運動をお伝えします。

認知症予防リハビリについて

会場：さがみ野中央病院 １階リハビリテーション室

参加無料参加無料
医学講座

３月24日（木）13：00から日 時

講 師
さがみ野中央病院
リハビリテーション科   栗澤 高輝 理学療法士

当院のホームページをご確認ください

事前に当院のホームページを
ご覧いただき、設定の準備を
してご視聴ください。

不明点などは、
お気軽にお電話（左記）で
お問合せください。

大和成和病院 総務課
☎046-278-3855（直通）
神奈川県大和市南林間９ｰ８ｰ２

お問合せ

　細菌から感染する「感染性心内膜炎」
という心臓の病気について、主な原因や症
状のほか、当院で行なっている治療法など
も解説します。実際に手術を行なっている
医師が、丁寧に説明・紹介する講座ですの
で、是非皆さま、ご視聴ください。

細菌から感染！?　～感染性心内膜炎について～

オンラインオンライン
 医学講座

自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意 視聴無料視聴無料
３月30日（水）13：00から日 時

講 師
大和成和病院　　
 　   心臓血管外科  服部 薫 医師

特別優待など
各種サービスが
受けられます

検索ふれあい健康友の会

健康友の会

入会 年会費 無料

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
（
神
奈
川
県
海
老
名
市
東

柏
ヶ
谷
６
の
20
の
20
）
の
内
田
耕
医
師
に
、
咳
に

関
す
る
疾
患
や
治
療
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

ト
ゲ
ン
写
真
を
撮
っ
て
、
ま
ず
、

肺
炎
や
肺
が
ん
の
可
能
性
を
見
極

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
「
咳
喘
息
」
は
、
ど
う

し
て
起
こ
る
の
で
す
か
？

　
「
風
邪
に
よ
る
咳
の
場
合
は
、

一
週
間
ほ
ど
で
よ
く
な
り
ま
す

が
、
花
粉
症
や
喘
息
、
か
ぶ
れ
な

ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
と
、
風

邪
の
炎
症
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ

る
炎
症
に
移
行
し
、
痰
が
産
生
さ

れ
て
咳
が
誘
発
さ
れ
る
の
で
、
咳

喘
息
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
「
咳
喘
息
」
の
治
療
法

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
痰
を
と
も
な
う
咳
に
は
、『
か

ぜ
薬
』
は
効
き
ま
せ
ん
。
痰
を
出

し
や
す
く
す
る
『
去
痰
薬
』
も
、

痰
を
減
ら
す
薬
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
方
、『
ス
テ
ロ
イ
ド
』
は
、

ダ
ー
ゼ
活
性
を
も
ち
、
こ
れ
が
気

道
に
肺
炎
球
菌
が
く
っ
つ
く
の
を

容
易
に
し
て
し
ま
う
の
で
、
肺
炎

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ほ
か
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
、
気
道

で
ウ
イ
ル
ス
が
増
殖
す
る
に
は
、

「
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
」
と
い
う
酵
素

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
口
を
不
潔

に
し
て
お
く
と
、細
菌
が
増
殖
し
、

プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
も
増
え
ま
す
。

　

歯
磨
き
や
う
が
い
に
よ
っ
て
、

口
内
環
境
を
良
く
す
る
こ
と
は
、

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
も
な
り
ま
す
。

喘
息
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
抑
え

て
痰
を
減
ら
し
ま
す
。

　

今
は
、
感
染
症
に
対
す
る
警
戒

意
識
が
高
く
、
咳
を
す
る
と
肩
身

の
狭
い
思
い
を
す
る
場
面
が
多
い

か
と
思
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
体

質
の
方
は
、咳
の
出
始
め
か
ら『
吸

入
ス
テ
ロ
イ
ド
』
に
よ
っ
て
、
症

状
を
長
引
か
せ
な
い
よ
う
に
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
」。

■
さ
が
み
野
中
央
病
院

☎
０
４
６・２
３
３・５
１
１
０

炎
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

歯
磨
き
は
、
歯
垢
を
除
去
し
て

バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
の
形
成
を
阻
止

す
る
の
で
、
歯
周
病
の
予
防
に
な

り
ま
す
。

　

歯
周
病
で
な
く
て
も
、
多
く
の

肺
炎
は
、
口
の
中
の
細
菌
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で
、
口
腔

内
の
清
潔
は
、
肺
炎
の
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。

気
道
に
菌
が
く
っ
つ
き
や
す
い

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
は
、
表
面
に
ノ
イ
ラ
ミ
ニ

　
︱
︱
︱
ど
ん
な
時
に
「
咳
」
は

出
る
の
で
す
か
？

　
「
例
え
ば
、
た
ば
こ
の
煙
、
埃
ほ
こ
り

な
ど
は
気
管
支
を
刺
激
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
刺
激
を
避
け
る
こ
と
が

咳
の
予
防
に
は
大
切
で
す
。特
に
、

『
禁
煙
』
す
る
こ
と
は
、
咳
の
治

療
で
は
大
前
提
に
な
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
「
長
引
く
咳
」
の
主
な

原
因
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
肺
に
原
因
が
あ
る
も
の
だ
と

『
肺
炎
』『
肺
が
ん
』、
気
管
支
だ

と
『
咳
喘
息
』『
喘
息
』
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

咳
が
長
引
く
症
状
に
は
、
レ
ン

　

毎
日
、
歯
磨
き
を
し
て
い
ま
す

か
？

　

歯
垢
が
た
ま
る
と
、
細
菌
が
増

殖
し
て
、
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
を
形

成
し
、
歯
周
病
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
膿う
み

と
一
緒
に
口
の
中
に
細

菌
が
出
て
、
睡
眠
中
に
そ
れ
を

誤ご
え
ん嚥
し
ま
す
。
菌
の
病
原
性
が
高

く
て
菌
数
も
多
く
、
体
の
抵
抗
力

が
弱
い
と
、微
量
の
誤
嚥
で
も「
肺

さがみ野中央病院
内科

内田 耕 医師

「
歯
磨
き
」は
身
を
守
る
大
切
な
行
為

咳
で
嫌
な
思
い
を
す
る
前
に

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
は
早
め
に「
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
」

取
材
協
力
／
さ
が
み
野
中
央
病
院

　
　
　 

急
性
心
筋
梗
塞
の
治
療
後

   

実
績
あ
る
病
院
で
の
リ
ス
ク
カ
バ
ー
が
大
事

大
和
成
和
病
院 

田
畑
美
弥
子 
医
師

心
筋
梗
塞
は
合
併
症
も
か
な
り
危
険
！

　

胸
に
強
烈
な
痛
み
が
襲
う
「
急
性
心
筋
梗
塞
」
は
、
発
生
か
ら
３
時
間
以
内
に

冠
動
脈
の
血
流
が
再
開
で
き
れ
ば
、
後
遺
障
害
が
残
ら
ず
、
48
時
間
以
上
を
経
過

し
て
し
ま
う
と
、
治
療
効
果
は
少
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

心
筋
梗
塞
後
の
機
械
的
合
併
症
に
は
、「
左
室
破
裂
」「
心
室
中
隔
穿
孔
」「
急

性
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
（
乳
頭
筋
断
裂
）」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
こ
れ
に

つ
い
て
、
大
和
成
和
病
院
の
田
畑
美
弥
子
医
師
に
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大和成和病院
心臓血管外科 主任部長
田畑 美弥子 医師

  教えて！
田畑ドクター

（
急
性
乳
頭
筋
断
裂
）

閉
鎖
不
全

『
中
隔
心
筋
』
が
壊
死
し
て
穴
が

開
き
、
両
者
の
交
通
が
で
き
て
重

篤
な
心
不
全
状
態
に
陥
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
早
急
な
手
術
が
必
要

で
、
人
工
心
肺
装
置
で
心
臓
を
停

止
さ
せ
、
穿
孔
し
た
心
室
中
隔
に

パ
ッ
チ
を
縫
合
し
て
穴
を
閉
鎖
し

ま
す
。
脆
く
な
っ
た
心
筋
に
縫
合

す
る
難
し
い
手
術
の
一
つ
で
す
」

血
）〉
と
〈woozing

型
（
じ
わ

じ
わ
出
血
）〉
に
分
か
れ
、
前
者

の
救
命
率
は
、
非
常
に
低
い
で
す
。

　

治
療
で
は
、
開
胸
し
て
出
血
部

位
を
圧
迫
止
血
し
ま
す
が
、
破
裂

の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
人
工
心
肺

装
置
で
心
臓
を
停
止
さ
せ
て
出
血

部
を
縫
合
し
、
止
血
し
ま
す
」

心
室
中
隔
穿
孔

　
（
同
）「
心
室
中
隔
穿
孔
は
、
急

性
心
筋
梗
塞
の
お
よ
そ
２
％
に
生

じ
ま
す
。右
心
室
と
左
心
室
の
間
の

左
室
破
裂

　
（
田
畑
医
師
）「
左
心
室
の
自
由

壁
破
裂
は
、
急
性
心
筋
梗
塞
の
お

よ
そ
３
～
10
％
に
生
じ
ま
す
。
こ

れ
は
壊
死
し
た
心
筋
の
一
部
が
裂

け
て
出
血
す
る
状
態
で
す
。
程
度

に
よ
っ
て
〈blow-out

型
（
大
出

　
（
同
）「
左
心
室
と
左
心
房
の
間

に
は
、
血
液
の
逆
流
を
防
止
す
る

急
性
僧
帽
弁

た
め
の
『
僧
帽
弁
』
が
あ
り
ま
す
。

左
心
室
の
『
乳
頭
筋
』
に
は
僧
帽

弁
を
支
え
る
『
腱
索
』
が
付
着
し

て
い
て
、
乳
頭
筋
が
壊
死
し
て
腱

索
が
ち
ぎ
れ
る
と
、
逆
流
し
て
重

篤
な
肺
水
腫
を
生
じ
ま
す
。

　

呼
吸
不
全
が
進
行
す
る
場
合

は
、
緊
急
手
術
で
弁
を
修
復
す
る

か
、人
工
弁
に
置
換
す
る
治
療（
手

術
）
を
行
な
い
ま
す
」

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
が
必
要

　
（
同
）「
心
筋
梗
塞
で
は
、
治
療

後
も
、
機
械
的
合
併
症
を
生
じ
る

可
能
性
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
重
篤

な
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

心
筋
梗
塞
は
、
多
く
の
実
績
を

も
つ
医
師
や
専
門
病
院
で
の
速
や

か
な
治
療
に
よ
っ
て
、
予
後
の
改

善
が
望
ま
れ
ま
す
」。 〈
取
材
協
力
〉

■
大
和
成
和
病
院

☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２

南
林
間
駅
な
ど
か
ら
無
料
バ
ス
有

プラークと血栓の形成（イメージ）

動脈硬化が進展し、プラークができる

不安定なプラークは傷つき、破綻する

傷ついたところに血栓ができ、
血管が詰まる

プラーク

血流

血流

血流

冠動脈

プラーク

血栓心筋梗塞を
発症！！

禁
煙
を
し
て
、
塩
分
・
糖
分
・
脂

肪
分
の
取
り
過
ぎ
に
注
意
し
、
ス

ト
レ
ス
を
避
け
て
、
規
則
正
し
い

生
活
を
送
る
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
家
族
に
心
筋
梗
塞
の
既

往
歴
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
注
意
が

必
要
で
す
。

迅
速
な
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が
基
本

　

治
療
で
は
、
い
か
に
早
く
冠
動

脈
の
血
流
を
再
開
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
が
最
も
重
要
な
の
で
、
迅

速
に
治
療
で
き
る
「
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
」
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

　

胸
痛
の
発
生
か
ら
３
時
間
以

内
・
病
院
到
着
か
ら
90
分
以
内
に

血
流
の
再
開
が
得
ら
れ
れ
ば
、
後

遺
障
害
は
残
ら
ず
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
治
療
効
果
は
低
下
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
48
時
間
以

上
経
過
し
て
か
ら
血
流
を
再
開
さ

せ
た
と
し
て
も
、
残
念
な
が
ら
期

待
さ
れ
る
治
療
効
果
を
得
る
こ
と

は
難
し
く
、
初
期
対
応
が
肝
心
な

病
気
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

あ
り
ま
す
。
急
性
心
筋
梗
塞
は
、

必
ず
し
も
「
狭
心
症
」
か
ら
進
行

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
前
兆
な
し

に
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

広
範
囲
に
わ
た
る
重
症
の
急
性

心
筋
梗
塞
の
場
合
、
致
死
的
不
整

脈
や
心
臓
の
収
縮
力
低
下
に
よ
っ

て
、
生
命
を
脅
か
す
状
態
に
な
り

ま
す
。
範
囲
が
狭
か
っ
た
と
し
て

も
、「
左
室
破
裂
」
や
「
乳
頭
筋

断
裂
」
の
よ
う
に
、
心
臓
の
構
造

を
壊
し
て
し
ま
う
合
併
症
を
生

じ
、
生
命
の
危
険
を
も
た
ら
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

急
性
心
筋
梗
塞
の
予
防
に
は
、

き
て
閉
塞
し
、
血
流
が
途
絶
え
て

心
筋
が
壊
死
す
る
状
態
で
す
。

　

原
因
は
、
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
冠
動
脈
内
の
粥
腫

（
プ
ラ
ー
ク
）
が
、
あ
る
時
突
然

破
綻
し
て
血
栓
が
生
じ
る
こ
と
に

動
脈
硬
化
が
原
因

　
「
急
性
心
筋
梗
塞
」
と
は
、
心

臓
の
筋
肉
（
心
筋
）
に
血
液
を
供

給
す
る
血
管
で
あ
る
「
冠
動
脈
」

の
中
に
、
血
の
塊
（
血
栓
）
が
で
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会 場

定 員

シニアレジデンス町田シニアレジデンス町田
１日２組（4名様まで）・事前予約制１日２組（4名様まで）・事前予約制

施設見学も同日
OK！

少人数で開催

３月5日（土）～３月27日（日）
セミナー「失敗しない老人ホームの選び方」無料

老人ホームの種類と特徴、費用、選び方のポイントなどが学べます！

セミナーや見学のご予約

ホームページ

０120-８６-６５３４
東京都町田市小山ヶ丘1‒3‒8

www.fureai-g.or.jp/s-residence/

フリーダイヤル

シニアレジデンス町田 検索⬅

「ふれあいグループ」傘下の17病院が支援

メディカルネットワーク体制
医療法人社団 康心会

ふれあい町田ホスピタル、（同）リハビリテーションセンター
24時間365日
介護・医療の一体化

病院・リハビリセンター
を併設

全室キッチン完備

入居者専用レストラン 広々とした廊下

緊急時は医師が往診対応

手術 検査 入院 通院 リハビリ 透析

グループ
病院

看護 介護 生活
相談

シニア
レジデンス
町田

外来・救急 往診・検診

介護付有料老人ホーム

シニアレジデンス町田

● 急ぎの入居でも、専門相談員が迅速に対応し、
　一時的なショートステイの利用も可能
● 要望に応じて、随時、個別見学会を開催
　　　　　　　　　（送迎にも対応※要相談）

● 病院併設のため、土日・夜間も医師が同じ建物に
　常駐し、緊急時も安心
● 医療グループが運営する施設のため、専属ケアマネのケアプランや
　療法士によるリハビリなど、介護と医療を包括的に提供

メディカルネットワーク ▶

ココ

相模原駅

多摩境駅

南大沢駅
小山長池
トンネル南

コストコ

橋本駅橋本駅

京
王
線

京
王
線

JR横浜線JR横浜線

小山小山 町田街道町田街道

★

★

★
施設周辺MAP

★ 無料シャトルバス
JR相模原駅（日祝除く）、
京王線南大沢駅・多摩境駅から運行中

電話またはメールで応募連絡後、
必要書類を郵送してください。
　    【選考】書類・面接 など
〒253-0084 
茅ヶ崎市円蔵370-20
エフ.アンド.ユアライフ３F新聞宛
☎0467（58）5678
　 fy-kouho@fureai-g.or.jp

㈲エフ.アンド.ユアライフ

応募〆切／３月15日火

正社員募集
健康生活お役立ち新聞

◇長期勤続によるキャリア形成
　のため、若年層を積極採用

資格／要普免（AT限定可）
年齢／40歳位まで
勤務予定地／茅ヶ崎市
待遇／社会保険完備、賞与、医療費補助制度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

編集・記者
未経験歓迎！意欲重視

募集職種

　

○
…
大
和
市
に
あ
る
「
成
和

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
、
人
工
透
析

治
療
に
関
わ
る
統
括
責
任
者
で

あ
る
「
腎
セ
ン
タ
ー
長
」
を

２
０
１
２
年
の
着
任
当
初
か
ら

務
め
、
透
析
室
の
運
営
管
理
の

ほ
か
、
担
当
医
と
し
て
日
々
、

通
院
者
（
ま
た
は
入
院
者
）
の

透
析
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
以
前
か
ら
透
析
機
器
の
消
毒
な

ど
は
徹
底
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
２
年
間
は
、
冬
の
寒
い
時

期
で
あ
っ
て
も
透
析
室
の
窓
を

開
け
て
意
識
的
に
換
気
を
行
な

い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
予
防
対
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
、
あ
り
が
た
く

思
っ
て
お
り
ま
す
」。

　

○
…
一
般
外
来
診
療
で
は
、

「
循
環
器
」
を
担
当
。
狭
心
症
や

心
臓
弁
膜
症
、心
筋
症
、不
整
脈
、

高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
な
ど

の
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

落
ち
着
い
た
話
し
方
に
説
得
力

が
あ
り
、「
幼
少
期
に
生
物
（
学
）

に
興
味
が
あ
り
、
中
学
受
験
を

し
て
東
邦
大
学
の
付
属
校
に
進

学
し
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
に
医
療
者

が
多
く
、
学
生
生
活
を
通
し
て
、

私
も
医
師
を
目
指
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
循
環
器
の
分
野
は
、

理
論
的
な
側
面
が
多
く
、
医
療

を
施
す
に
あ
た
っ
て
“
筋
道
が

通
っ
て
い
る
”
明
瞭
さ
に
惹
か

れ
、
同
大
卒
業
後
、
主
に
循
環

器
内
科
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。

心
臓
や
血
管
を
扱
う
こ
の
診
療

科
は
、
当
然
、
命
に
直
結
す
る

場
面
が
多
く
、
医
療
に
よ
っ
て

社
会
貢
献
を
し
て
い
る
実
感
が

と
て
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

専
門
性
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

内
科
医
で
あ
る
こ
と
を
軸
と
し

て
、
対
象
の
患
者
さ
ま
の
お
体

を
、
全
体
的
に
診
る
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
」。

　

○
…
「
来
院
時
よ
り
も
、
良

い
表
情
で
ご
帰
宅
で
き
る
よ
う

に
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
、

「
受
診
前
は
、
誰
で
も
少
な
か
ら

ず
不
安
を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
曇
り
が
か
っ
た
表
情

の
、
い
く
つ
か
の
『
雲
』
を
払

い
除
け
る
よ
う
に
、
当
日
に
結

果
が
出
る
検
査
を
行
な
っ
た

り
、
前
向
き
な
言
葉
を
心
掛
け

て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

　
ま
ず
初
診
時
に

　
　 

表
情
の
陰
り
が
と
れ
る
よ
う
に

熊田 稔也 医師
 （くまだ としなり）　　　　

成和クリニック
【循環器内科】

日本医師会 認定産業医
日本抗加齢医学会 専門医

半
数
の
人
が
未
受
診
の
ま
ま
？

　
　「
特
定
健
診
」を
受
け
て

　
　
　
　
生
活
習
慣
病
を
ス
ト
ッ
プ
！

　

皆
さ
ん
は
、
年
に
一
度
、
健
康
診
断
を
受
け
て
い
ま
す
か
？ 

健
康
診
断
は
、

毎
年
受
け
る
こ
と
で
、
過
去
の
デ
ー
タ
と
比
較
で
き
、
自
分
の
体
の
変
化
を
認
識

で
き
る
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
基
準
値
と
の
差
異
を
数
値
で
把
握
で
き

る
の
で
、
隠
れ
た
病
気
発
症
の
発
見
に
役
立
ち
ま
す
。
大
和
市
に
あ
る
「
成
和
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
で
は
、
国
が
推
奨
す
る
「
特
定
健
診
」
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

冬
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
寒
さ
や
乾

燥
に
よ
っ
て
、
体
調
を
崩
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
特
に
、
肥
満
で
あ

れ
に
よ
っ
て
、
自
分
の
体
で
起
き

て
い
る
異
変
を
発
見
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病

や
高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
、
狭

心
症
な
ど
）
は
、
初
期
や
予
備
群

の
段
階
で
は
、
自
分
で
わ
か
る
症

状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
予
防
対
策
に
は
、
定
期

的
（
毎
年
）
に
健
康
診
断
を
受
け

て
、
前
の
検
査
数
値
と
比
較
し
、

体
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る

か
を
追
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
。

　

日
常
生
活
を
振
り
返
り
、
生
活

習
慣
の
改
善
に
役
立
て
る
こ
と

は
、
健
康
診
断
の
役
割
の
一
つ
で

す
が
、
こ
ち
ら
の
側
面
ば
か
り
取

り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
い
、「
私
は

十
分
に
健
康
な
生
活
を
送
っ
て
い

る
か
ら
、
大
丈
夫
」「
調
子
が
悪

く
な
っ
て
か
ら
、受
け
れ
ば
い
い
」

と
考
え
る
人
が
多
い
の
は
、
残
念

な
こ
と
で
す
。

神
奈
川
県
と
東
京
都
の
受
診
率

る
人
や
、
高
血
圧
を
抱
え
て
い
る

人
は
、
冬
は
気
を
付
け
な
く
て
は

な
ら
な
い
季
節
で
す
。
動
脈
硬
化

な
ど
、
血
管
か
ら
く
る
体
調
異
変

の
リ
ス
ク
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
“
い
つ
何
が
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
不
安
”
に
対
し

て
、
解
消
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、「
健
康
診
断
」
の
受
診
で
す
。

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
活
か
す

　
「
健
康
診
断
」
は
、
た
だ
自
身

の
体
の
状
態
を
み
る
の
で
は
な

く
、
一
人
ひ
と
り
異
な
る
人
間
の

体
を
、
基
準
値
と
比
較
し
て
数
値

で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
法
で
す
。
こ

　

健
康
診
断
の
一
つ
で
あ
り
、
国

が
推
奨
し
て
い
る
「
特
定
健
診
」

（
40
歳
か
ら
74
歳
が
対
象
／
生
活

習
慣
病
の
予
防
を
目
的
と
し
た
も

の
）
の
実
施
率
は
、
神
奈
川
県
は

全
国
平
均
に
比
べ
て
低
い
状
態
に

あ
り
ま
す
。
２
０
１
７
年
度
で

は
、
対
象
者
約
３
８
３
万
人
に
対

し
、
実
際
に
受
診
し
た
数
は
、
約

２
０
１
万
人
〈
52
．５
％
〉
と
い

う
結
果
で
あ
り
、
約
１
８
２
万
も

の
人
が
、
未
受
診
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
東

京
都
の
実
施
率
は
ト
ッ
プ
〈
66
．

２
％
〉
で
し
た
（
神
奈
川
県
Ｈ
Ｐ

参
照
）。

　

各
自
治
体
は
、
企
業
な
ど
の
職

場
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
を
対
象
に
、「
特
定
健
診
」「
長

寿
健
診
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
地
域
の
医
療
機
関

（
例
／
大
和
市
は「
成
和
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
な
ど
）
で
受
診
で
き
ま
す
。

健
診
結
果
は
比
較
が
大
事

神
奈
川
県

東
京
都

全国
トップ！

2013年  2014年  2015年  2016年    2017年

神奈川県
全国平均

45.9％

47.6％
48.6％

50.1％
51.4％

52.9％

48.6％
49.7％

52.5％

66.2％

51.0％

60％

50％

40％

実施率の推移
特定健康診査（特定健診）

神奈川県ホームページより

地
域
の
医
療
機
関
で
健
診
が
受
け
ら
れ
る

　

健
康
診
断
で
は
、
基
準
値
か
ら

外
れ
た
数
値
が
出
た
ら
、
体
に
異

常
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

「
警
告
」
で
す
。

　

結
果
表
は
、
大
切
に
保
管
し
ま

し
ょ
う
。
過
去
の
デ
ー
タ
と
比
較

し
て
、
数
値
が
悪
化
し
て
い
な
い

か
、
肥
満
・
高
血
圧
・
脂
質
異
常
・

高
血
糖
な
ど
の
動
脈
硬
化
リ
ス
ク

が
重
複
し
て
い
な
い
か
、
自
分
で

チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
で
す
。そ
し
て
、

受
診
時
や
受
診
後
に
あ
る
医
師
の

診
察
・
面
談
を
活
用
し
て
、
疑
問

や
不
安
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
解

決
（
治
療
）
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

取材協力

成和クリニック成和クリニック
☎☎046-264-3911046-264-3911
大和市西鶴間5-3488-7大和市西鶴間5-3488-7
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正 パ綾瀬市

常 勤
非常勤

給与/年齢・経験を考慮します〈昇給：年１回、賞与：基本給４カ月分〉 　 

綾瀬厚生病院

時 間

待 遇

応 募

H P

月給２3２，0００円～386,900円 （　 も可）
 月給180，6００円～273,000円（　 も可）
   月給205，0００円～315,000円
　 時給1，05０円～1,300円
　  時給1，05０円～1,200円

A
  B
   C
     D　　
      E

看護系

専門職

A 看護師  B 看護補助

C MSW　 D  管理栄養士  E 運転手
メディカルソーシャルワーカー

年間休日１２１日＋夏休み３日！医療費補助あり！

応
募
先

〒２５２-１１０７
 神奈川県綾瀬市深谷中１‒４‒１６

  ☎０４６７（７７）５１１１
綾瀬厚生病院

　 ８：３０～１７：３０　　勤務時間・勤務日数は応相談
社会保険完備、交通費支給、夜勤手当、扶養手当、ユニフォーム貸与、保育所あり、
マイカー通勤可、無料送迎バスあり、資格取得制度、退職金など（一部 　のみ）
まずは各担当宛にお電話ください。 　　　 南　　　　 今鷹
https://www.fureai-g.or.jp/ayase-hp/

A・B C・D・E

大 募 集

HPから
エントリーも
可能です！

大和市   南林間駅・鶴間駅から無料バスで通勤できる！　☆給与は全て経験10年モデル☆

① 医療事務

19万８5００円

お電話にて希望職種をご連絡く
ださい。面接日、必要書類など
をお伝えさせていただきます。

応 

募

交通費支給、社会保険完備、ユニフォーム貸与、マイカー通勤可、無料シャトルバス利用可、各種手当あり　 　昇給年１回（４月）、賞与年３回、年間休日121日待遇

パ正

大和成和病院 ☎046-278-3911
https://www.fureai-g.or.jp/seiwa/

医療法人社団
公仁会
〒242-0006 神奈川県大和市南林間9-8-2

地元で有名な専門病院   急募！貴方の力を求めています

月給

資格不問 経験者優遇 未経験者歓迎

960円時給

時間 ８：３０～１７：3０、１７：３０～（当直）

外来受付／会計／レセプト／カルテ出し

1 ① 看護師

月給

1500円～
（夜勤手当２万４０００円～／回）

時給

時間 【日勤】８：３０～１７：３０
【夜勤】17：００～翌９：００

病棟／外来／ＩＣＵ／オペ室 など

① 看護補助

20万７9００円
（夜勤なし）

月給

1100円時給

時間 ８：３０～１７：３０

看護業務全般のサポート（資格不要）

2 3

３４万７８００円
（夜勤手当含む）

常勤（正社員） 非常勤（パート）

無料バスあり車通勤可

ユニフォーム貸与

保育所あり スキルUP

Recruit Information

医療系専門

アイコン説明

介
護
老
人
保
健
施
設
・
ふ
れ
あ
い
の
町
田

リ
ハ
ビ
リ
に
専
念
で
き
る
充
実
の
医
療
連
携

「
デ
イ
ケ
ア
」は
同
世
代
と
の
楽
し
み
も
！

同
じ
敷
地
に
グ
ル
ー
プ
病
院

　
「
当
施
設
に
は
、
専
属
の
管
理

栄
養
士
が
お
り
、
入
所
・
通
所
と

も
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た

美
味
し
い
食
事
を
提
供
し
て
お
り

ま
す
。

　

施
設
専
従
の
医
師
も
お
り
、
体

調
不
良
の
際
に
は
す
ぐ
に
対
応
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
同
じ
敷
地

内
に
あ
る
地
域
病
院
・
ふ
れ
あ
い

町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
24
時
間

３
６
５
日
の
対
応（
医
師
が
常
駐
）

が
可
能
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
が

制
限
さ
れ
る
中
で
、
ご
高
齢
の
方

や
後
遺
症
を
抱
え
て
い
る
方
な
ど

が
、
当
施
設
で
少
し
で
も
心
地
良

い
時
間
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
私
た
ち
は
丁
寧
な
サ
ー

ビ
ス
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
」。

見
学・問
合
せ
／
ふ
れ
あ
い
の
町
田

と
』
と
し
、
そ
の
内
容
に
基
づ
い

た
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
規
則
正
し
い
集
団
生
活
を

進
め
て
い
き
、日
常
生
活
動
作（
Ａ

Ｄ
Ｌ
）
の
維
持
・
向
上
を
は
か
り

ま
す
。
当
施
設
に
は
個
室
が
あ
る

の
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
を

大
切
に
し
た
い
方
も
、
ご
安
心
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

   

通
所
部
門

　

ご
自
宅
で
生
活
し
な
が
ら
、
日

中
だ
け
施
設
に
通
い
、
機
能
訓
練

な
ど
を
受
け
る
も
の
で
、『
デ
イ

ケ
ア
（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
）』
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
当
施

設
で
は
、
国
家
資
格
を
有
す
る
療

法
士
が
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
訓
練

を
行
な
う
こ
と
が
特
徴
で
、
経
過

を
把
握
し
な
が
ら
、
体
力
に
合
っ

た
内
容
を
実
施
し
て
い
ま
す
」

療
行
為
が
必
要
な
方
』
も
、
当
施

設
で
は
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
で
す
」

療
法
士
に
よ
る
一
対
一
の
訓
練

　
「
当
施
設
（
ふ
れ
あ
い
の
町
田
）

で
は
、〈
入
所
〉
と
〈
通
所
〉
が

あ
り
ま
す
。

   

入
所
部
門

　

最
終
目
標
を
『
自
宅
に
戻
る
こ

　
（
施
設
ス
タ
ッ
フ
）「
介
護
老
人

保
健
施
設
『
ふ
れ
あ
い
の
町
田
』

は
、
短
期
間
の
入
所
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）
か
ら
、
長
期
入
所
に
至

る
ま
で
、
利
用
者
さ
ま
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
、
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

ほ
か
の
介
護
老
人
保
健
施
設
で

は
、な
か
な
か
対
応
が
難
し
い『
医

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」
は
、
同
じ
敷
地
内
に
病
院
や
薬
局
、
リ
ハ

ビ
リ
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
は
、
医
師
や
療
法
士
、
管
理
栄
養
士
を
は
じ

め
と
す
る
専
門
職
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
同
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

き
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

機
能
訓
練
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
国
家
資
格
を
も
つ
理
学

療
法
士
や
作
業
療
法
士
な
ど
が
行

な
い
、
利
用
中
に
提
供
さ
れ
る
昼

食
や
お
や
つ
は
、
管
理
栄
養
士
が

考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
、

と
い
っ
た
利
用
者
が
安
心
し
て
通

え
る
内
容
を
そ
ろ
え
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
る
施
設
が
増
え
て
お

り
、現
在
の
感
染
症
流
行
下
で
は
、

特
に
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
力
を

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

　

施
設
選
び
は
、
自
分
が
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
し
、
実
際
に
見
学
し
て
み
て
、

雰
囲
気
や
設
備
・
環
境
を
確
か
め

て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

の
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
だ
け
で
は
な
い

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
運
動
機
能

の
維
持
・
向
上
を
目
指
す
た
め
の

も
の
で
す
が
、多
く
の
施
設
で
は
、

通
っ
て
く
る
利
用
者
に
、
時
間
内

に
よ
り
楽
し
ん
で
過
ご
し
て
も
ら

お
う
と
、
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

利
用
時
間
は
、
お
お
む
ね
６
時

間
程
度
で
す
が
、
最
近
で
は
、
利

用
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

て
、
時
間
を
選
択
す
る
こ
と
が
で

日
中
に
専
門
の
施
設
に
通
い
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
食
事
、
入

浴
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
も

　
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

と
は
、「
デ
イ
ケ
ア
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
と
同
じ
介
護
サ
ー
ビ

ス
で
す
。普
段
は
自
宅
で
生
活
し
、

日常的によく行なう動作の訓練〈取材協力〉

9：00

10：00

施設送迎車で自宅までお迎え

11：00 午前のレクリエーション

12：00
● 昼食
● 休憩・自由時間
● 口腔ケア

15：00
● 午後のレクリエーション
● おやつ
● 帰りのあいさつ

16：00  施設送迎車で自宅へお送り

13：30
● 入浴
● 自主活動（工作・手芸など）
● リハビリテーション

● 健康チェック
● 朝のあいさつ
● プログラムの紹介・説明
● 集団体操、集団リハビリなど

デイケアの主なスケジュール（例）

東京都町田市小山ヶ丘1-３-７
☎042-798-2001

ふれあいの町田

小山長池
トンネル南
コストコエネオス

バーミヤン

小山
町田街道町田街道

介護老人保健施設

（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
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オンラインの視聴方法はHPで確認を

インターネット上で
参加できる講座です。
視聴の方法は、
当院ホームページ
またはお電話で
お気軽にお問合せください。ふれあい町田ホスピタル

☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1ｰ３ｰ8

お問合せ

　最近では、感染力が高い「オミクロン
株」に変異している新型コロナウイルス。
感染拡大から、２年が経過しています。日
頃から、３密回避・手洗い・うがい・消毒な
どを行なっているかと思いますが、この講
座で、再度、感染対策を確認しましょう。

再度確認!!コロナ対策 ～ワクチン接種の有効性とコロナ感染予防～

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

３月26日（土）13：00～14：00日 時

講 師
ふれあい町田ホスピタル
           　　 呼吸器内科 　小林 信之 院長

会場入場の希望者は事前に電話予約を！

会場周辺の地図→会場周辺の地図→

会場入場は、完全予約制で承って
おります。

オンラインでの
参加方法は、
当院ホームページ
をご覧ください。

綾瀬
市役所

文化会館

消防署

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

42

城山公園

綾瀬大橋
入口 

綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中１ｰ４ｰ16

お問合せ・ご予約

　肺炎を患っている方の中でも、70歳以上
では、およそ7割が「誤嚥性肺炎」だとされ
ています。飲み込みに障害が起き、「むせ
る」ことは、老化のサインです。これが起きる
メカニズムや、予防方法などを、当院の言語
聴覚士がわかりやすく解説いたします。

誤嚥性肺炎は未然に防ぐ～飲み込む力を鍛えて長生きを！～

参加無料参加無料
医学講座

会場：綾瀬厚生病院 産婦人科棟４階 多目的室

オンラインで
自宅視聴も！

３月29日（火）
14：00~15：00

日 時 講 師

高島 寿直 
　　　　言語聴覚士

綾瀬厚生病院

肛
門
の
悩
み
も
き
ち
ん
と
受
診
を

恥
ず
か
し
さ
と
健
康
、ど
っ
ち
が
大
事
？

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

切
ら
ず
に
治
す「
痔
」の
注
射
療
法

化
縮
小
さ
せ
る
注
射
治
療
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
外
痔
核
部
分
が

あ
ま
り
大
き
く
な
い
痔
核
に
有
効

な
方
法
で
、
術
後
出
血
の
心
配
が

な
く
、
ま
た
、
術
後
の
生
活
制
限

が
な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
『
切
っ
て
治
す
』
と
い
う
と
、

大
き
な
負
担
を
感
じ
て
し
ま
う
方

が
い
ま
す
が
、
こ
の
注
射
治
療
で

あ
れ
ば
、
翌
日
か
ら
、
通
常
の
生

活
や
仕
事
へ
の
復
帰
が
考
え
や
す

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
相
談
を

　
「
痔
か
ど
う
か
わ
か
ら
ず
、
不

安
を
長
く
抱
え
て
き
た
方
な
ど
、

是
非
、当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

当
院
に
は
、
内
視
鏡
や
肛
門
の
専

門
医
、
女
性
医
師
が
お
り
ま
す
の

で
、
お
尻
に
悩
み
が
あ
る
方
は
、

検
査
や
受
診
の
際
の
心
配
を
す
る

こ
と
な
く
、
お
越
し
く
だ
さ
い
」。

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１

町
田
市
小
山
ヶ
丘
１
の
３
の
８

３
駅
か
ら
無
料
バ
ス
を
運
行
中

り
ま
せ
ん
。

　

痔
は
、
良
性
の
疾
患
で
あ
り
、

特
に
現
在
は
、
社
会
的
な
ニ
ー
ズ

か
ら
、
日
帰
り
入
院
、
ま
た
は
短

期
入
院
で
の
手
術
を
希
望
す
る
方

が
増
え
て
い
ま
す
。　

　

手
術
に
あ
た
っ
て
は
、

全
身
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク

や
、
年
齢
、
術
後
の
通
院

治
療
に
つ
い
て
、
考
慮
し

て
い
き
ま
す
。
一
人
暮
ら

し
で
あ
る
か
ど
う
か
と

い
っ
た
生
活
環
境
も
、
確

認
事
項
に
な
り
ま
す
」

痔
核
を
硬
化
縮
小
さ
せ
る

　
「
当
院
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

Ａ
（
硫
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

カ
リ
ウ
ム
タ
ン
ニ
ン
酸
注

射
液
）
と
い
う
痔
核
を
硬

　
（
同
院
ス
タ
ッ
フ
）「
最
近
の
手

術
は
、
日
帰
り
入
院
、
あ
る
い
は

短
期
入
院
で
実
施
す
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
白

内
障
や
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
、
下
肢
静

脈
瘤
の
ほ
か
、
痔
も
例
外
で
は
あ

　

東
京
都
町
田
市
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス

ピ
タ
ル
」
で
は
、
女
性
の
医
師
が
所
属
し
、
大
腸

や
肛
門
の
検
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
同
院
の
ス

タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。　
〈
取
材
協
力
〉

内
視
鏡
検
査
で
し
っ
か
り
と
調
べ

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

検
査
や
診
察
に
お
い
て
、
男
性

だ
け
で
な
く
、
女
性
の
ス
タ
ッ
フ

（
女
性
の
医
師
、
女
性
の
検
査
技

師
な
ど
）
を
そ
ろ
え
て
い
る
医
療

機
関
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

恥
ず
か
し
さ
に
よ
っ
て
病
気
が

悪
化
し
て
し
ま
う
よ
り
も
、
現
代

医
学
の
発
達
を
よ
く
理
解
し
、
早

め
に
受
診
す
る
こ
と
で
、
安
心
感

あ
る
生
活
を
得
て
い
く
こ
と
を
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

し
い
！
」
と
受
診
も
我
慢
し
て
い

る
人
が
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

実
際
に
は
、
お
尻
の
悩
み
を
抱

え
て
い
る
人
の
男
女
比
は
、
さ
ほ

ど
差
が
な
く
、
例
え
ば
、
痔
で
悩

む
人
の
割
合
は
、
男
女
半
々
く
ら

い
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

直
腸
や
肛
門
の
が
ん
の
場
合
も

　

お
尻
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
直
腸
が

ん
や
肛
門
が
ん
な
ど
の
重
い
病
気

が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。長
く
抱
え
続
け
て
い
る
人
は
、

　
「
お
尻
が
痛
い
！
」
︱
︱
︱
。

こ
の
よ
う
な
悩
み
は
、
恥
ず
か
し

く
て
、
家
族
に
も
相
談
で
き
ず
、

長
い
間
、
抱
え
続
け
て
い
る
人
が

い
る
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
肛
門

の
診
察
で
、「
異
性
の
医
師
に
診

て
も
ら
う
の
は
、
も
っ
と
恥
ず
か

☎042-798-1121
ふれあい町田ホスピタル 町田市小山ヶ丘1-3-8

消化器系 所属担当医
●日本消化器外科学会指導医
●日本大腸肛門病学会指導医
●日本消化器内視鏡学会指導医
●日本消化器病学会指導医

多摩境駅

南大沢駅

コストコ
京
王
線

京
王
線

小山小山

JR横浜線JR横浜線 相模原駅
橋本駅橋本駅

小山長池
トンネル南

ココ
シャトルバスシャトルバス

シャトルバスシャトルバス

多摩境駅/南大沢駅/相模原駅
無料シャトルバスのご利用を無料シャトルバスのご利用を

アクセスMAP

結
膜
炎
の
原
因
は
感
染
と
ア
レ
ル
ギ
ー

取
材
協
力
／
綾
瀬
厚
生
病
院
・
眼
科

正
し
い
目
薬
の
さ
し
方
、知
っ
て
い
ま
す
か
？

や
ま
ぶ
た
、
眼
球
に
触
れ
な
い
よ

う
に
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
点
眼
は
１
滴
だ
け
垂
ら
し
て

く
だ
さ
い
。

　

点
眼
後
は
瞬
き
を
せ
ず
、
ま
ぶ

た
を
閉
じ
て
、
目
頭
に
清
潔
な
布

や
ガ
ー
ゼ
を
押
し
当
て
ま
す
」

多
く
垂
ら
し
て
も
効
果
な
し

　
「
間
違
っ
た
使
用
方
法
と
し
て
、

特
に
多
い
の
は
、
点
眼
後
に
何
度

も
瞬
き
を
繰
り
返
す
こ
と
や
、
何

滴
も
点
眼
薬
を
垂
ら
す
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
避
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
２
種
類
以
上
の
点

眼
薬
を
使
用
す
る
場
合
は
、
５
分

以
上
の
間
隔
を
空
け
て
か
ら
、
点

眼
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、お
気
軽
に
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

当
院
で
は
、
眼
科
医
、
視
能
訓
練

士
、
看
護
師
が
、
丁
寧
に
対
応
い

た
し
ま
す
」。

点
眼
の
手
順
と
注
意
点

　

同
院
の
眼
科
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

点
眼
薬
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
の

お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
眼
疾
患
の
治
療
方
法
と
し
て
、

点
眼
薬
を
使
用
し
た
こ
と
が
あ
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
点
眼

薬
の
正
し
い
使
用
方
法
に
つ
い

て
、説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
、手
を
洗
い
ま
す
。

そ
し
て
、
下
ま
ぶ
た
を
軽
く
下
に

引
き
、
１
滴
を
点
眼
し
ま
す
。
こ

の
時
に
、
容
器
の
先
が
、
ま
つ
毛

　

結
膜
炎
、
ド
ラ
イ
ア
イ
な
ど
の

前
眼
部
疾
患
の
ほ
か
、
緑
内
障
、

糖
尿
病
網
膜
症
、
加
齢
性
黄
斑
変

性
症
を
は
じ
め
と
す
る
疾
患
を

扱
っ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
網
膜
症
、
網
膜
静
脈

閉
塞
症
に
と
も
な
う

黄
斑
浮
腫
、
加
齢
性

黄
斑
変
性
症
に
対
す

る
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
療
法

も
行
な
っ
て
い
ま
す

（
日
帰
り
ま
た
は
１

泊
２
日
入
院
も
対
応

可
能
）。

　

綾
瀬
厚
生
病
院
の
眼
科
は
、月
・

火
・
木
・
金
曜
日
の
各
午
前
の
枠

で
、
外
来
診
察
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
午
後
の
枠
は
、
白
内
障
や
緑

内
障
の
手
術
、
検
査
な
ど
の
時
間

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

綾
瀬
厚
生
病
院
の
眼
科
（
担
当
・
西
迫
真
美
医
師
ほ
か
）
で
は
、
結
膜
炎
、
ド

ラ
イ
ア
イ
、
緑
内
障
、
糖
尿
病
網
膜
症
、
加
齢
性
黄
斑
変
性
症
の
診
療
の
ほ
か
、

点
眼
薬
の
正
し
い
使
い
方
な
ど
の
指
導
も
丁
寧
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

す
が
、
特
に
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
性
結
膜
炎
は
、
感
染
力

が
強
く
、
手
や
指
を
介
し
て
、
人

か
ら
人
に
伝
染
し
て
い
き
ま
す
。

　
【
非
感
染
】
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
「
ア

レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
」
で
す
。
花

粉
や
、
ダ
ニ
、
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
、

ペ
ッ
ト
な
ど
に
対
す
る
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
が
起
こ
り
、
目
の
か
ゆ

み
や
炎
症
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
で
は
、

か
ゆ
み
や
炎
症
な
ど
の
症
状
を
緩

和
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に

応
じ
た
点
眼
薬
治
療
が
行
な
わ
れ

ま
す
。

　

予
防
に
は
、
外
出
時
は
花
粉
の

防
止
効
果
が
あ
る
眼
鏡
を
装
着
し

た
り
、
帰
宅
時
に
衣
服
を
払
う
こ

と
が
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
室
内

を
な
る
べ
く
清
潔
に
保
ち
、
洗
眼

を
行
な
う
な
ど
、
花
粉
や
ダ
ニ
、

ほ
こ
り
に
注
意
し
、
結
膜
炎
の
症

状
が
現
れ
た
ら
、
早
め
に
眼
科
を

受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

中
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
異
物
感
を
抱
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

結
膜
炎
の
推
定
患
者
数
は
、
厚

労
省
の
資
料
（
２
０
１
６
年
）
に

よ
る
と
、
お
よ
そ
27
万
８
千
人
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

手
指
を
通
し
て
伝
染
も

　

結
膜
炎
の
原
因
は
、【
感
染
】

と
【
非
感
染
】
に
大
き
く
分
か
れ

ま
す
。

　
【
感
染
】
で
は
、
ア
デ
ノ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
の
「
ウ
イ
ル
ス
性
」
の

も
の
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
な

ど
の
「
細
菌
性
」
に
分
類
さ
れ
ま

は
、
常
に
粘
液
が
分
泌
さ
れ
て
い

て
、
涙
と
と
も
に
目
の
表
面
を
潤

し
、目
を
守
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
部
分
が
炎
症
す
る
（
結
膜
炎

に
な
る
）
と
、
目
が
赤
く
な
り
、

か
ゆ
み
や
目
や
に
が
出
て
、
目
の

目
が
赤
い
・
か
ゆ
い

　
「
結
膜
炎
」
と
は
、
ま
ぶ
た
の

裏
側
や
白
目
の
表
面
を
覆
っ
て
い

る
「
結
膜
」
と
い
う
部
分
に
炎
症

を
起
こ
す
病
気
で
す
。
結
膜
か
ら

　

目
が
赤
く
な
っ
た
り
、
か
ゆ
く
な
る
「
結
膜
炎
」。
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、「
ア

レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
」
を
発
症
す
る
人
が
増
え
ま
す
。
予
防
を
行
な
う
だ
け
で
な

く
、
症
状
が
出
た
ら
、
早
め
に
眼
科
で
診
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

花粉

ダニ・ほこり ウイルス・細菌

飛散シーズン到来

結膜炎の目
眼科 外来診療表

☎0467-77-5111
綾瀬市深谷中1-４-16

午前

午後

月

手術
ほか
手術
ほか

手術
ほか
手術
ほか

火 水 木 金 土 日祝

42

綾瀬市役所

東名高速道路東名高速道路

城山公園

コナズ
珈琲

文化会館

ハンディ

タウンヒルズ

消防署

ココ

綾瀬厚生病院
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